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第１章 TS 金物概要 
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１.１ 梁受金物 TS 金物とは 

公共建築物等木材利用促進法が施行され、耐火要求のない低層の公共建築物の木造化が進められてい

ます。学校や体育館など建物によっては大スパンの室が必要になります。また 2階建てになれば、床組

の梁には高い剛性と耐力が求められ、部材は大きな断面になります。さらに、高耐力な壁や水平構面が

必要な場合もあり、接合部に高い性能が求められます。 

規格流通品の中小断面集成材（幅 105～120、せい 105～450）に関しては、住宅産業の規格金物の応

用で対応できますが、大断面集成材に関しては、規格金物は皆無で部位ごとに接合部を設計することに

なります。後者は規格が無いため設計や製作に労力と時間がかかり、コストアップの要因になっていま

した。 

そこで、誰でも簡単に使用できる梁受金物を開発しました。柱 150×150 以上、梁幅 150 以上、

せい 210～660 の対応です。樹種群は J1（からまつ・べいまつ等）と J3（すぎ・スプルース

等）※1に対応します。断面とボルト・ドリフトピン配置をモジュール化しているので、その他断面やブ

レースとのマッチング等応用も容易です。木造の接合部は計算が煩雑で・・・と二の足を踏まれている

方の一助になれば幸いです。 

 

梁受金物概要 

※1：参考のため、樹種群 J2（ひのき）も掲載しております。 
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１.２  金物の表面処理 

（1）製作金物 

防錆処理：JISK5674 1 種 2 回塗り又は溶融亜鉛めっき HDZ55（JIS H8641 2 種 55） 

（2）接合具（ドリフトピン・ボルト） 

防錆処理：ユニクロめっき（JIS H8610 1 種 B 1 級）又は溶融亜鉛めっき HDZ35（JIS H8641 2 種 35） 

 ※溶融亜鉛めっきは屋外など高い防錆性能を求められる場合に採用 

 

表 表面処理によるマッチング 

製作金物/接合具 
ユニクロめっき 

（JIS H8610 1 種 B 1 級） 

溶融亜鉛めっき HDZ35 

（JIS H8641 2 種 35） 

JISK5674 1 種 2 回塗り ○ - 

溶融亜鉛めっき HDZ55 

（JIS H8641 2 種 55） 
△ ○ 

○：推奨，△：可能（水濡れがある部位には不可） 
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１.３ 運用上の注意点 

 

① 木造の接合部の特徴の一つとして、鉄骨造の接合部のような全強接合が難しいことが挙げられます。

特に、ボルトやドリフトピンを用いた接合部を採用する場合、構造断面は往々にして接合部で決定

します。それは、単純に接合具の加算則が成り立たず、木材で破壊するモードで耐力が頭打ちにな

るからです。接合部を意識しないで構造断面を決定すると、設計も終盤になってかなりの手戻りを

強いられることになります。この技術資料をお手元において頂き、接合部を意識した部材断面の決

定を行うことで、皆様の設計の円滑化の一助になれば幸いです。 

 

② TS 金物の耐力は、下記の図書に準拠した計算によるものです。性能認定金物（S マーク表示金物）

ではありません。よって、TS 金物の採用にあたっては、「責任は設計者に帰属する」ことになりま

すのでご注意ください。（なお、準拠図書に倣い慎重に耐力を決定しております。また、代表的な仕

様について、工学院大学河合研究室との共同研究でせん断実験と引張実験を行い計算値と実験値の

整合性を確認しております。） 

・ 木質構造設計規準・同解説-許容応力度・許容耐力設計法- 日本建築学会 2006 年 12 月 

・ 木質構造接合部設計事例集 日本建築学会 2012 年 10 月 

 

③ 接合部の計算の条件 

・ 樹種群と部位における強度等級区分の関係は下表の通りです。接合部の計算において樹種群と

強度等級区分に応じた引張基準強度がパラメータになるため、下表の強度等級以上であれば適

用可能です。なお、同樹種群の組合せの耐力のため、異樹種群の組合せの場合は別途検討が必

要になります。 

表：樹種群と部位における強度等級区分 

樹種群/部位 柱 梁 樹種例 

J1 E95-F315 E95-F270 からまつ・べいまつ等 

J2 E95-F315 E95-F270 ひのき等 

J3 E65-F255 E65-F225 すぎ・スプルース等 

 

・ 基準となる柱の断面は 150mm×150mm、梁の幅は 150mm です。 

・ 必ず指定の接合具を使用してください。 

・ 使用環境Ⅲの耐力ですので、使用環境Ⅱは 0.8 を使用環境Ⅰは 0.7 を耐力に乗じてください。

（使用環境Ⅲ：通常の使用環境、使用環境Ⅱ：断続的に湿潤環境、使用環境Ⅰ：常時湿潤環境） 

・ 添板側が柱の場合と梁の場合で最小の値を採用しました。（それぞれ耐力が異なります。） 

・ 金物の材質は SS400 で、溶接は全てすみ肉溶接（サイズ 7）になります。 

 

④ 逆せん断耐力は、学会規準の縁距離、端距離を満たさないボルト・ドリフトピンを除いた耐力とし

ております。逆せん断耐力の妥当性は追って実験等で確かめる予定です。除外したボルト・ドリフ

トピン（先行ピンは除く）に耐力を期待する場合は縁距離、端距離を適切に割増してください。（柱

頭を延長する、梁せいをサイズアップする等）次ページに詳細を示します。 
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第２章 TS 金物の製品寸法と耐力 
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２.１ TS 金物の製品寸法と耐力 
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第３章 TS 金物の納まりと木部加工例 TS金物の納まりと接合部耐力表
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3.1　 TS金物納まり例（ TS33）
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５.１ 接合部耐力表【樹種群 J1・J3】 ※樹種群 J2 については 5.4 参照 
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3.2　接合部耐力表

【樹種群　J1・J3】
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５.４ 接合部耐力表【樹種群 J2】 
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【樹種群　J2】
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